
【特集】�

「
範
囲
の
経
済
」
を
生
か
す
経
営
は
可
能
か�

カ
ギ
を
握
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト�

検
証
「
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
」
�

金
融
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、
「
金
融
コ
ン
グ
ロ

マ
リ
ッ
ト
」
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
報
道
ば
か
り
が
過
熱

し
イ
メ
ー
ジ
先
行
の
き
ら
い
が
あ
る
が
、
今
後
、
日
本
の
金
融
経

営
で
業
態
を
超
え
た
大
規
模
な
合
併
が
潮
流
と
な
る
こ
と
は
あ
る

の
か
。
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
の
有
効
性
と
問
題
点
を
冷
静
に

議
論
す
る
。�

問
題
の
所
在

イ
メ
ー
ジ
先
行
の
面
も

金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
考
え
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
活
動

実
態
が
あ
る
場
合
に
そ
れ
を
金
融
コ

ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
と
い
う
の
か
と
い

う
問
題
が
あ
る
。「
金
融
グ
ル
ー

プ
」
と
い
う
使
い
方
と
の
境
界
線
は

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
と
も
す

れ
ば
イ
メ
ー
ジ
先
行
の
面
が
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
。

一
般
に
は
、
持
株
会
社
の
傘
下
に

銀
行
、
証
券
、
保
険
の
三
つ
の
業

態
、
も
し
く
は
そ
の
う
ち
の
二
つ
を

も
つ
大
規
模
の
金
融
グ
ル
ー
プ
を

「
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
わ
が

国
に
お
い
て
、
銀
行
が
入
ら
な
い
ケ

ー
ス
は
実
際
に
は
考
え
に
く
い
か

ら
、
持
株
会
社
の
下
に
銀
行
と
他
の

業
態
を
あ
わ
せ
て
も
つ
大
規
模
な
金

融
グ
ル
ー
プ
を
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ

ッ
ト
と
観
念
し
て
お
け
ば
よ
い
で
あ

ろ
う
。

金
融
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
表
や
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
と
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
の
経
営
統
合
の
報
道
を
契
機
に
金

融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
論
議
が
活
発
化
し
て
い
る
。「
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
が
な
に
か
と
刺
激
的
で
あ

る
こ
と
も
あ
っ
て
注
目
を
集
め
て
い
る
感
も
あ
る
が
、
は
た
し
て
今
後
の
金
融
に
お
い
て
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
は
必
然
の
流
れ
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
政
策
的
に
も
推
進
さ
れ
る
べ
き
方
向
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
金
融
機
関
経
営
の
方
向
性
や
規
制

の
あ
り
方
と
い
う
視
点
か
ら
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
を
巡
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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金
融
シ
ス
テ
ム
の
効
率
性
・
安
定
性
に�

新
た
な
課
題
を
提
起�

【
特
集
】

検
証
「
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
」
�

弊
害
防
止
の
た
め
の
一
律
取
引
制
限
は
適
当
で
は
な
い�

日
本
銀
行
信
用
機
構
局
参
事
役�

兼
考
査
局
参
事
役�

　
梅
森
　
　
徹�

大
手
銀
・
証
券
グ
ル
ー
プ
は

金
融
コ
ン
グ
ロ
に
該
当

ま
ず
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
の

概
念
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

主
要
国
の
銀
行
・
証
券
・
保
険
の

監
督
当
局
は
、
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ

ッ
ト
の
監
督
に
関
す
る
諸
問
題
を
議

論
す
る
場
と
し
て
、JointF

orum

（
以
下
、「
Ｊ
Ｆ
」）
を
立
ち
上
げ
て

い
る
。
Ｊ
Ｆ
で
は
、
金
融
コ
ン
グ
ロ

マ
リ
ッ
ト
を
、
�
グ
ル
ー
プ
の
業
務

範
囲
が
銀
行
、
証
券
、
保
険
の
少
な

く
と
も
二
つ
の
異
な
る
分
野
に
ま
た

が
り
、
か
つ
、
�
グ
ル
ー
プ
の
主
た

る
事
業
が
金
融
（
銀
行
、
証
券
な
い

し
保
険
）
で
あ
る
も
の
、
と
定
義
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
主
要
国
の
金

融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
の
動
向
を

分
析
す
る
と
い
う
目
的
に
照
ら
し
、

前
記
の
定
義
に
お
い
て
金
融
コ
ン
グ

ロ
マ
リ
ッ
ト
と
い
う
用
語
を
使
用
す

る
。Ｅ

Ｕ
で
は
、
〇
二
年
の
「
金
融
コ

銀
行
、
証
券
、
保
険
な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
、
多
様
な
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
取
り
扱
う
会
社
群
と
と
も
に
企
業
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
動
き

金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化

は
、
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融

シ
ス
テ
ム
の
変
革
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
金
融
技
術
革
新
や
規
制
緩
和

が
進
展
す
る
下
で
、金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
は
、今
後
と
も
業
務
多
様

化
の
た
め
の
一
つ
の
選
択
肢
と
な
り
続
け
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
金

融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
健
全
性
を
確
保
し
て
い

く
う
え
で
、新
た
な
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、金
融
サ
ー
ビ
ス

業
者
が
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
円
滑

な
業
務
展
開
と
金
融
シ
ス
テ
ム
の
健
全
性
確
保
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
適
当
で
あ
る
（
四
月
下
旬
、日
本
銀
行
信
用
機
構
局
は
、「
金
融
サ
ー

ビ
ス
業
の
グ
ル
ー
プ
化

主
要
国
に
お
け
る
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト

化
の
動
向

」
と
題
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
公
表
し
た
（h

ttp
://w

w
w
.

b
o
j.o
r.jp/ro

n
b
u
n/ro
n
b
u
n_f.h

tm

。
要
約
版
は
日
本
銀
行
調
査
季
報

春
号
に
掲
載
）。
本
稿
は
、
同
レ
ポ
ー
ト
の
骨
子
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

り
、レ
ポ
ー
ト
本
文
を
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
）。
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【特集】検証「金融コングロマリット」�

分解された金融機能の�
　　選択と組合せがカギ� スタンダード・アンド・プアーズ�

マネジング・ディレクター�

　　 根本　直子�

日本での発展には制約が多い�
�

真
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト

は
日
本
に
存
在
せ
ず

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
＆
プ
ア
ー
ズ
は
、

狭
義
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
を
「
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
専
門
業
務
を
も

ち
、
統
合
的
な
戦
略
や
リ
ス
ク
管
理

を
も
つ
グ
ル
ー
プ
」
と
定
義
し
て
い

る
。
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル

ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス
、
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
オ
ラ

ン
ダ
）、
ア
リ
ア
ン
ツ
（
ド
イ
ツ
）、

フ
ォ
ー
テ
ィ
ス
（
ベ
ル
ギ
ー
）
な
ど

が
該
当
す
る
。

一
方
、
各
国
金
融
監
督
当
局
で
構

成
さ
れ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト

を
、「
銀
行
、
証
券
お
よ
び
保
険
の

少
な
く
と
も
二
つ
を
包
括
す
る
よ
う

な
広
範
囲
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
」
と
定
義
し
て

い
る
。
日
本
で
は
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
、
三
菱
東
京
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
等
メ
ガ

バ
ン
ク
は
す
べ
て
グ
ル
ー
プ
内
に
証

券
会
社
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ

に
該
当
す
る
。
ま
た
、
オ
リ
ッ
ク
ス

は
同
一
グ
ル
ー
プ
内
に
銀
行
、
証

券
、
生
保
、
損
保
を
、
ソ
ニ
ー
も
、

銀
行
、
生
保
、
損
保
を
有
し
て
お

り
、
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
と
み
な
さ

れ
る
。

Ｓ
＆
Ｐ
は
、
特
定
の
業
務
が
突
出

し
て
大
き
い
な
ど
、
狭
義
の
条
件
を

満
た
さ
な
い
場
合
は
、
真
の
コ
ン
グ

ロ
マ
リ
ッ
ト
と
は
み
て
い
な
い
。
そ

の
意
味
で
、
真
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ

ト
は
ま
だ
日
本
に
は
存
在
し
な
い
。

海
外
で
は
「
総
合
化
」
の

見
直
し
が
進
展

海
外
で
は
九
〇
年
代
以
降
、
業
態

を
超
え
た
統
合
、
合
併
が
活
発
化
し

た
が
、
現
在
は
調
整
期
に
あ
る
。

ま
ず
ア
メ
リ
カ
で
は
、
金
融
規
制

の
緩
和
の
も
と
、
商
業
銀
行
が
投
資

銀
行
を
買
収
す
る
動
き
が
広
が
り
、

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
、
銀

行
、
証
券
、
保
険
の
三
業
態
を
兼
ね

る
大
型
金
融
グ
ル
ー
プ
も
出
現
し

た
。欧

州
で
は
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
バ
ン

カ
ー
ス
・
ト
ラ
ス
ト
買
収
を
は
じ

め
、
銀
行
が
証
券
部
門
を
強
化
し
、

ま
た
、
銀
行
と
保
険
の
融
合
（
バ
ン

カ
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
）
も
進
展
し
た
。

欧
州
で
バ
ン
カ
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
が
発

達
し
た
の
は
、
人
口
高
齢
化
が
進
む

な
か
、
銀
行
が
貯
蓄
型
の
保
険
商
品

と
い
う
成
長
性
の
高
い
分
野
を
取
り

込
も
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
〇
一
年
以
降
大
規
模
な
再

編
は
減
少
し
、
中
核
業
務
の
絞
込
み

や
不
振
業
務
か
ら
の
撤
退
な
ど
、
調

日
本
に
お
い
て
業
態
を
超
え
た
大
規
模
な
合
併
が
金
融
経
営
の
潮
流
と
な
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
銀
行
の
証
券
業
務
へ

の
進
出
は
す
で
に
相
当
進
ん
で
い
る
一
方
、
銀
行
と
保
険
と
の
統
合
に
は
制
約
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
銀
行
が
今
後
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
と
し
て
も
、
証
券
、
保
険
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
も
つ
必
然
性
は
な
い
。
個
々
に
分
解

さ
れ
る
金
融
機
能
を
い
か
に
選
択
し
、
有
効
に
組
み
合
わ
せ
る
か
が
成
功
の
カ
ギ
と
な
る
。
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大
地
殻
変
動
後
の�

　
　
　
　
英
国
金
融
界
興
亡
に
学
ぶ
（
上
）�

【
特
集
】

検
証
「
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
」
�

リ
テ
ー
ル
分
野
に
集
中
し
た
買
収
・
提
携
で
勢
力
図
激
変�

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー�

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー�

社
長
　

富
樫
　
直
記�

リ
テ
ー
ル
特
化
メ
ガ
バ
ン
ク

が
勝
ち
組
に

大
地
殻
変
動
の
結
果
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。

ま
ず
、
リ
テ
ー
ル
特
化
と
投
資
銀

行
業
務
強
化
に
分
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス

の
四
大
メ
ガ
バ
ン
ク
の
明
暗
が
は
っ

き
り
と
分
か
れ
た
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
を

機
に
早
々
と
リ
テ
ー
ル
集
中
戦
略
を

打
ち
出
し
、
投
資
銀
行
業
務
か
ら
の

撤
退
と
国
際
金
融
業
務
の
縮
小
を
決

め
た
ロ
イ
ズ
銀
行
（
現
ロ
イ
ズ
Ｔ
Ｓ

Ｂ
）
は
九
〇
年
代
最
大
の
勝
ち
組
と

な
っ
た
。
ま
た
、
不
良
債
権
問
題
が

最
も
深
刻
で
あ
っ
た
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド

も
九
二
年
香
港
上
海
銀
行
に
よ
る
買

収
を
機
に
リ
テ
ー
ル
と
為
替
資
金
業

務
に
特
化
し
、
見
事
復
活
し
た
。
一

方
、
バ
ー
ク
レ
イ
ズ
と
ナ
ッ
ト
ウ
エ

ス
ト
は
投
資
銀
行
業
務
で
の
グ
ロ
ー

バ
ル
ト
ッ
プ
１０
入
り
の
夢
が
破
れ

た
。メ

ガ
バ
ン
ク
以
外
の
銀
行
も
変
革

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
地
銀
の
う
ち
、

商
品
や
販
売
網
に
強
み
を
有
す
る
地

銀
は
国
内
外
の
メ
ガ
バ
ン
ク
に
合
併

あ
る
い
は
買
収
さ
れ
た
。
ま
た
、
日

本
の
信
金
・
信
組
に
相
当
す
る
Ｂ
Ｓ

も
合
併
が
進
ん
だ
。
こ
の
う
ち
大
手

は
積
極
的
に
普
銀
に
転
換
あ
る
い
は

メ
ガ
バ
ン
ク
に
買
収
さ
れ
た
。
結
果

と
し
て
、
九
〇
年
代
の
一
〇
年
間
で

Ｂ
Ｓ
も
含
む
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
数

は
、
二
〇
九
行
（
九
〇
年
）
か
ら
一

二
一
行
（
九
九
年
）
と
四
割
減
少
し

た
（
第
２
図
）。

証
券
、
保
険
も
大
変
革
を
経
験
し

た
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
り
証
券
ブ
ロ

ー
カ
ー
は
軒
並
み
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ガ

バ
ン
ク
や
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
バ
ン
ク
、

欧
州
大
陸
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
バ
ン
ク

や
米
系
投
資
銀
行
に
買
わ
れ
た
。
マ

ー
チ
ャ
ン
ト
バ
ン
ク
は
、
貸
出
、
引

現
在
、
日
本
の
金
融
界
で
起
こ
っ
て
い
る
一
大
変
革
は
、
九
〇
年
代
の
初
め
に
イ
ギ
リ
ス
で
み
ら
れ
た
変
革
と
酷
似
し
て

い
る
（
第
１
図
）。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
金
融
界
の
変
革
は
大
き
く
四
つ
の
分
野
で
み
ら
れ
た
。
�
一
部
メ
ガ
バ
ン
ク
に
よ

る
リ
テ
ー
ル
特
化
の
動
き
、
�
一
部
メ
ガ
バ
ン
ク
に
よ
る
投
資
銀
行
業
務
へ
の
果
敢
な
挑
戦
、
�
八
六
年
の
ビ
ッ
グ
バ
ン

（
証
券
大
改
革
）、
公
的
年
金
制
度
改
革
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ソ
サ
エ
テ
ィ
（
協
同
組
織
金
融
機
関：

Ｂ
Ｓ
）
法
の
改
正
等

を
機
と
し
た
銀
行
に
よ
る
証
券
、
保
険
へ
の
参
入
と
大
手
Ｂ
Ｓ
の
普
銀
転
換
、
�
イ
ギ
リ
ス
、
欧
州
大
陸
市
場
に
お
け
る

米
系
投
資
銀
行
の
躍
進
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
の
重
視
、
企
業
再
生
の
枠
組
み
づ
く

り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
取
組
み
（C

a
d
b
u
ry
C
o
d
e

）
な
ど
も
み
ら
れ
て
い
る
。
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不
良
債
権
処
理
に
伴
う
公
的
資
金
注
入
後
の
財
務
体
質
の
劣
化

か
ら
隣
県
の
山
口
銀
行
に
資
本
支
援
を
求
め
た
か
つ
て
の
名
門

第
二
地
銀
、
広
島
総
合
銀
行
（
現
も
み
じ
銀
行
）
。
県
経
済
の

空
洞
化
に
よ
る
発
展
の
限
界
を
見
越
し
て
福
岡
県
と
広
島
県
へ

の
進
出
を
強
め
て
い
た
山
口
銀
行
。
両
者
の
戦
略
上
に
ク
ロ
ス

し
た
経
営
統
合
の
決
断
。
西
日
本
に
、
預
金
量
に
お
い
て
福
岡

銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
を
も
し
の
ぐ
地
銀
五
位
の
金
融
グ

ル
ー
プ
が
誕
生
す
る
。
そ
の
背
景
と
経
緯
を
両
行
ト
ッ
プ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
取
材
で
明
ら
か
に
す
る
。�

山
口
・
も
み
じ�

　
　
両
行
頭
取
に
聞
く�

�

山
口
銀
行
頭
取
　
福
田
　
浩
一�

「
両
翼
戦
略
」
に
合
致
す
る�

支
援
受
諾�

�双
方
の
利
害
が
一
致

隣
県
の
第
二
地
銀
で
あ
る
も
み

じ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
、
業
務
・

資
本
提
携
に
踏
み
切
っ
た
背
景
、
経

緯
を
伺
い
た
い

私
ど
も
は
か
ね
て
北
九
州
か
ら
広

島
ま
で
を
営
業
地
域
と
し
て
き
た
。

北
九
州
（
人
口
一
〇
〇
万
人
）、
山

口
県
内
（
同
一
五
〇
万
人
）、
広
島

県
西
部
（
同
一
〇
〇
〜
一
五
〇
万

人
）
の
三
地
域
で
人
口
三
五
〇
か
ら

四
〇
〇
万
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
な
か

で
、
地
域
の
金
融
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

で
う
た
っ
て
い
る
。
今
回
の
提
携

は
、
そ
う
し
た
戦
略
の
方
向
に
合
致

し
て
い
る
。

山
口
県
は
、
本
店
の
あ
る
下
関
で

は
北
九
州
地
区
と
結
び
つ
き
が
強

い
。
週
末
に
は
皆
さ
ん
が
高
速
バ
ス

で
小
倉
や
福
岡
に
買
い
物
に
い
か
れ

る
。
ま
た
、
山
口
県
東
部
の
岩
国
で

は
一
〇
分
、
一
五
分
間
隔
で
広
島
市

内
へ
高
速
バ
ス
が
運
行
し
て
お
り
、

経
済
界
だ
け
で
は
な
く
お
客
様
の
行
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も
み
じ
銀
行
頭
取
　
森
本
　
弘
道�

辛
い
時
代
だ
が
、�

将
来
の
発
展
に
賭
け
る�

�

じ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
合
併
さ
せ

る
と
い
う
形
に
な
る
か
と
思
う
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
い
ま
か
ら
話
し
合
っ

て
い
く
こ
と
だ
。

営
業
地
域
な
ど
重
複
し
て
い
る

部
分
が
少
な
い
分
、
合
理
化
や
リ
ス

ト
ラ
の
余
地
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か当
行
は
、
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
三
カ
年
計
画
の
な
か
で
「
選
択
と

集
中
」
と
い
う
こ
と
で
四
つ
の
変
革

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
、
人

員
の
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
統
合
に
関
係
な
く
進
め
て

い
く
。

一
方
、
も
み
じ
銀
行
も
昨
年
五
月

に
広
島
総
合
銀
行
と
せ
と
う
ち
銀
行

が
合
併
さ
れ
合
理
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
だ
。
た
だ
、
当
行
が
筆

頭
株
主
に
な
れ
ば
、
ま
っ
た
く
関
係

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
も

み
じ
銀
行
自
身
が
筋
肉
質
の
体
質
を

目
指
す
こ
と
を
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

か
ら
、そ
れ
に
つ
い
て
異
存
は
な
い
。

山
口
銀
行
は
か
ね
て
広
域
地

銀
、「
両
翼
戦
略
」
を
打
ち
出
し
て

い
る
点
に
特
色
が
あ
る
が
、
今
後
も

そ
の
路
線
を
堅
持
し
て
い
く
の
か

そ
う
だ
。
現
実
は
、
下
関
を
含
め

て
西
部
は
北
九
州
、
東
部
は
広
島
地

区
と
経
済
圏
、
生
活
圏
が
一
体
に
な

っ
て
お
り
、
銀
行
も
対
応
し
て
い
く

の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
た
だ
し
当
行

と
あ
ま
り
関
係
な
い
地
域
ま
で
広
域

化
す
る
と
い
う
考
え
は
も
っ
て
い
な

い
。も

み
じ
銀
行
も
体
質
強
化
を
目
指

し
、
当
行
も
改
革
を
進
め
て
い
く
。

お
互
い
に
よ
い
銀
行
に
な
れ
ば
、
す

ば
ら
し
い
金
融
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
す

る
と
考
え
て
い
る
。

（
聞
き
手
・
本
誌

島
田
裕
之
）

当
初
は
一
〇
〇
億
円
単
位
で

増
資
依
頼

今
回
の
提
携
は
、
金
融
庁
の
検

査
結
果
を
受
け
て
判
断
し
た
と
の
見

方
も
あ
る
が

検
査
結
果
の
影
響
が
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
と
は
い
わ
な
い
が
、
厳
し
い

自
己
査
定
を
し
二
七
〇
〜
二
八
〇
億

円
積
み
増
し
を
し
た
。そ
の
結
果
、資

本
増
強
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

資
本
増
強
の
要
請
先
は
最
初
か

ら
山
口
銀
行
だ
っ
た
の
か

周
辺
地
域
の
金
融
機
関
に
資
本
注

入
を
要
請
す
る
と
す
れ
ば
、
広
島
、

中
国
、
山
陰
合
同
、
山
口
が
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
山
口
さ
ん
と

は
店
舗
網
や
私
の
個
人
的
な
縁
が
濃

か
っ
た
。
当
行
は
山
口
県
内
に
一
二

カ
店
あ
る
が
、
旧
広
島
総
合
銀
行
時

代
は
山
口
県
内
の
シ
ェ
ア
が
一
〇
％

を
超
え
て
い
た
。
ま
た
、
福
田
頭
取

や
他
の
役
員
と
も
高
校
、
大
学
の
同

窓
な
ど
で
ご
縁
が
あ
っ
た
。

マ
ス
コ
ミ
か
ら
は
広
島
銀
行
と
の

提
携
を
考
え
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

質
問
が
あ
っ
た
が
、
広
島
銀
行
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
に
、
営
業
地
域
が
す
べ
て
重
な
っ

て
い
る
た
め
合
併
す
れ
ば
、
半
分
以

上
の
職
員
は
い
ら
な
く
な
り
当
行
の

行
員
に
対
す
る
影
響
も
考
え
た
。
ま

た
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
も
、
競
争

が
な
く
な
る
こ
と
は
よ
く
な
い
。
中

国
銀
行
や
山
陰
合
同
銀
行
と
は
ご
縁

が
な
か
っ
た
。

山
口
銀
行
に
は
、
当
初
一
〇
〇
億

円
単
位
で
資
本
注
入
を
検
討
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
相
談
し
た
。
提
携
は

ふ
く
だ

こ
う
い
ち

７６
年
慶
大
経
卒
。
同
年
山
口
銀
行
入

行
。
長
府
東
、
呉
、
香
港
、
東
京
支

店
長
を
経
て
０２
年
取
締
役
東
京
本
部

長
、
０４
年
６
月
か
ら
現
職
。

山口銀行・もみじＨＤ経営統合の衝撃�

�
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�
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